
 

 

 

 

 
 

 

 ２０２２年 貿易概況〔速報〕  

 全国の貿易概況 

   2022年分の貿易額は、輸出は自動車、鉱物性燃料等が増加し、98兆1,860億円と対前年同

月比18.2％の増加（2年連続の増加）となった。 

また、輸入は原粗油、石炭等が増加し、118兆1,573億円と対前年同月比39.2％の増加 

（2年連続の増加）となった。 

     その結果、差引額は▲19兆9,713億円と2年連続の赤字となった。 

 

  長崎税関管内の貿易概況      （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[2022年分]  （単位:百万円）  

 

※前年比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示  

区 分 

輸       出 輸       入 

価  額 対前年比 価  額 対前年比 

管 内 合 計 ４４３，５８６ ９４．８％ ３，０３４，９８４ １９７．２％ 

長    崎 ４４，９５８ １１０．２％ １１４，８７０ ２．７倍 

長 崎 空 港    -  ３,７４８ ５．８倍 
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< 輸出：2年ぶりのマイナス > 

一般機械、鉱物性燃料などが増加した

ものの、再輸出品、化学製品などが減少

したことにより、2年ぶりのマイナス 

4,435億86百万円 

(対前年▲5.2%) 

 

< 輸入：2 年連続のプラス> 

家具、金属及びくずなどが減少したもの

の、鉱物性燃料、穀物及び同調製品などが

増加したことにより、2 年連続のプラス 

3 兆 349 億 84 百万円 

 (対前年比＋97.2％) 



区 分 

輸       出 輸       入 

価  額 対前年比 価  額 対前年比 

佐 世 保 １１１，８７７ ８９．５％ ５３０，６９６ ３．５倍 

三 池 ９０，４７７ ９７．８％ ５４，１９２ １２８．０％ 

八 代 １７，５２９ ８５．８％ ７８，１７５ １２５．７％ 

熊 本 １９，４０９ ８７．７％ １０，４３４ ８４．７％ 

三 角 ５，３１８ １０９．４％ ６０，１１６ １８５．７％ 

水 俣 ６８２ ９５．２％ ２１，４１１ １７０．７％ 

熊 本 空 港    －  － 0 全減 

鹿 児 島 １１６，７４２ ９６．８％ １,８９９，２５７ １９２．４％ 

鹿児島空港 ２４９ ４４．６％ ５，３０７ ６４．５％ 

志 布 志 ２３，９０８ ７２．９％ ２２９，３１６ １３９．２％ 

川 内  １２，００７ １６８．５％ ２２，５７７ １２１．５％ 

枕 崎 ４２９ １３７．４％ ４，８８５ １２８．０％ 

（注）① 長崎港には、松島港を含む                          

② 佐世保港には、松浦港及び福島港を含む                     

③ 鹿児島港には、喜入港を含む 

 為替レート：税関長公示レートの平均値 

  ２０２２年平均：１３０．７７円／ドル 【前年（１０９．４１円/ドル）比 １９．５％円安】 

 

  

 


